
（発表）令和 8 年 9 月 1 日  

一般財団法人日本特許情報機構 

 

新サービス「商標スキャナー」の提供を開始します 

一般財団法人日本特許情報機構（Japio）（理事長：近藤賢二）は、令和 8 年 9 月 1 日か

ら、ニュースリリースや製品パッケージ中に含まれる登録商標を自動で検出し、対外発信における商標ト

ラブルの未然防止を支援する新サービス「商標スキャナー」の提供を開始します。 

 

１．サービス概要 

「商標スキャナー」は、日本特許情報機構が独自開発した技術により、ニュースリリースや製品パッケー

ジ中に含まれる登録商標をすばやく、簡単に、一括で検出することのできるサービスです。 

入力されたテキストから検出した登録商標をハイライト表示し、気になるものをクリックすれば、その商標

の詳細データを即時に確認することができます。（※新規に登録された商標の情報も一週間ごとにアップ

デートします。） 

 

２．背景 

企業や事業者の皆さまが新商品の販売や新サービスの提供、情報発信等の活動を行う際、他者の

商標権を侵害していないかを調査する「商標チェック」が、将来的な商標トラブルを防ぐうえで非常に重要

です。しかしながら、実際には、調査に多くの時間がかかったり、『本当に見落としはないだろうか』という不

安を抱えながら作業を進めているケースが少なくありません。 

私達は、企業や事業者の皆さまが日頃から「商標チェック」に感じている負担や不安といった課題を解

決し、より効率的かつ安心して商標チェックを行える環境を提供したいという思いから、「商標スキャナー」

を開発しました。 

 

３．サービスの４つのポイント 

（１）商標トラブルの未然防止 

「登録されているとは知らなかった」「見落としていた」といった商標チェックの抜け漏れを防ぎます。 

 

（２）手作業から、自動化へ 

気になる文言を一つひとつ検索・確認する作業が不要となります。 

 

（３）誰でも簡単操作 

確認したい文章はドラッグ&ドロップするだけ。直感的にお使いいただけます。 

 

（４）機密性を確保 

入力した情報を、サーバーに保存、記録しません。サーバーへの通信も暗号化しています。 



４．商標スキャナー機能紹介 

テキストでも画像でも、確認したい文章をドラッグ&ドロップするだけで、登録商標を一括で検出します。

入力したテキストから検出された登録商標は、ハイライト表示されるため、確認すべき箇所をひと目で把

握することができます。 

 

気になるものをクリックすれば、その商標の詳細データを即時に確認することができます。 

 

 

５．試用いただいた企業の声 

◆ 現状は担当者の知識、経験に頼っており、見落としリスクは潜在的にある。そのため、ツールで機械

的に登録商標に該当する部分を知らせてくれるのは有り難い。 



◆ 現状、商標検索ツールを用いて、ニュースリリース中気になる文言を一つ一つチェックしていることか

ら、本ツールによる効率化は魅力的。 

 

６．ご利用料金（税込） 

詳細については、日本特許情報機構 HP「商標スキャナー」をご覧ください。 

 

７．お申込み方法 

利用申込書に必要事項を記載の上、下記サービス窓口まで電子メール等でお送りください。 

なお、ご希望の方は、無料トライアル（最大１か月間）もご利用可能ですのでお問い合わせください。 

 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

一般財団法人日本特許情報機構 

サービス窓口 

  TEL：03-3615-5510 

  FAX：03-3615-5520 

  E-mail：ｓｅｒｖｉｃｅ＠ｊａｐｉｏ．ｏｒ．ｊｐ 

https://japio.or.jp/service/service07.html
https://www.japio.or.jp/service/service07_01.html

